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至 栢森至 高取

❶ Asukabito news

　

明
日
香
村
で
は
毎
年
ど
こ
か
で
発
掘
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
成
果
は
テ
レ
ビ
の

ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
の
一
面
に
で
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。い
ま
か
ら
約
15
年
前
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
年
で
騒
が
れ
た
１
９
９
９
年

か
ら
２
０
０
０
年
は
ま
さ
に
大
発
見
の
連
続

で
し
た
。
飛あ
す
か
い
け

鳥
池
遺い

跡せ
き

、
飛あ
す
か
き
ょ
う

鳥
京
跡あ
と

苑え
ん

池ち

、

酒さ
か
ふ
ね
い
し

船
石
遺い

跡せ
き

な
ど
世
紀
の
大
発
見
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
な
か
で
も
飛
鳥
池
遺
跡
の
富ふ

本ほ
ん

銭せ
ん

の
発
見
は
大
き
く
歴
史
を
覆
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
飛
鳥
時
代
の
地
層
か
ら
「
富
本
銭
」

を
鋳
ち
ゅ
う
ぞ
う造

し
て
い
た
痕こ
ん
せ
き跡

が
み
つ
か
っ
た
か
ら

な
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
最
初
の
流
通

貨
幣
と
考
え
ら
れ
て
い
た
和わ

同ど
う

開か
い

珎ち
ん

よ
り
も

さ
ら
に
古
い
貨
幣
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

の
で
す
。『
日
本
書
紀
』の
天て
ん

武む

12（
６
８
３
）

年
「
今
よ
り
以
後
必
ず
銅ど
う
せ
ん銭
を
用
い
よ
。
銀ぎ
ん

銭せ
ん

を
用
い
る
こ
と
な
か
れ
」
の
記
事
に
あ
る

銅
銭
が
富
本
銭
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。
た
だ
銀
銭
の
存
在
も
示
唆
さ
れ
て
い

ま
す
が
そ
れ
は
別
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
無む

文も
ん

銀ぎ
ん

銭せ
ん

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
本
銭

が
最
古
の
貨
幣
で
あ
る
の
か
議
論
は
尽
き
ま

せ
ん
。
無
文
銀
銭
と
富
本
銭
、
い
ず
れ
も
飛

鳥
時
代
に
は
じ
め
て
造
ら
れ
、
使
用
さ
れ

た
貨
幣
で
あ
り
、
日
本
貨
幣
史
の
最
初
の
一

ペ
ー
ジ
を
飾
る
資
料
な
の
で
す
。

（
明
日
香
村
文
化
財
課
）

長
谷
川
透

　
　

富　

本　

銭
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日本人の心のふるさと　〜その保存と未来のために〜

春運ぶ 季
とき

（八釣）

夏来るらし（稲渕） 写真／加藤秀行

飛
鳥
川　

瀬せ

ぜ々

の
玉た
ま

藻も

の　

う
ち
靡な
び

き

　
　
　
　

心
は
妹い
も

に　

寄
り
に
け
る
か
も

　

飛
鳥
川
に
は
、
瀬
ご
と
に
美
し
い
藻
が
生
え
て

い
ま
す
。

　

藻
が
川
の
流
れ
に
従
っ
て
、
な
び
い
て
い
る
よ

う
に
、
私
の
心
も
す
っ
か
り
あ
な
た
の
こ
と
を
好

き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
。

　

い
と
し
い
あ
な
た
を
・
・
・

作
者
未
詳
（
巻
十
三
︱
三
二
六
七
）

※�

飛
鳥
川
は
全
長
約
30
㎞
。
多
武
峯
山
系
に
源
流
を
発
し
、

栢か
や
の
も
り森
や
稲い
な
ぶ
ち渕
（
共
に
明
日
香
村
集
落
）
の
山
を
く
ぐ
り

抜
け
て
、
村
の
中
心
部
を
曲
折
し
な
が
ら
、
北
流
し
、

大
和
川
と
合
流
し
て
大
阪
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

※
祝
戸
地
区
に
は
玉
藻
と
名
付
け
ら
れ
た
橋
が
あ
り
ま
す
よ

　
「
あ
な
た
を
熱
烈
に
愛
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
一
言

を
告
白
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
単
純
な
歌
で
す
。

　
で
も
「
愛
」
と
か
「
好
き
」
と
い
う
安
易
な
言
葉

を
使
わ
ず
に
、
普
段
の
生
活
の
中
で
は
気
に
も
か
け

な
い
〝
藻
〟
に
姿
を
写
し
、
自
分
の
愛
を
告
白
し
て

い
ま
す
。
万
葉
人
の
物
の
見
方
や
観
察
力
に
は
「
粋い

き
」

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。
と
て
も
お
し
ゃ
れ
で
す
。

３
月

１
～
31
日

高
取
土
佐
町
並
み　
町
屋
の
雛
巡
り

☎
０
７
４
４（
52
）１
１
５
０

19
～
21
日

ま
る
っ
と
飛
鳥
体
験

【
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
石
舞
台
地
区
】

下
旬
～

４
月
上
旬

石
舞
台
古
墳
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月

３
日

盟
神
探
湯
神
事

【
甘
樫
坐
神
社
】

８
日

飛
鳥
寺　
花
会
式

11
～
17
日

春
の
神
武
祭

☎
０
７
４
４（
21
）１
１
１
５

５
月

31
日
ま
で

い
ち
ご
狩
り
（
事
前
申
込
必
要
）

☎
０
７
４
４（
54
）１
１
１
５

３
～
５
日

里
山
あ
そ
び
広
場　
２
０
１
６
春

【
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
高
松
塚
周
辺
地
区
】

４
日

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

７
月

３
日

飛
鳥
学
講
演
会
（
東
京
）

（
事
前
申
込
必
要
）

８
月

下
旬

飛
鳥
光
の
回
廊

９
月

中
旬
頃

彼
岸
花
祭
り

18
日

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

秋

国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
キ
ト
ラ
古
墳

周
辺
地
区
開
園

※�

２
月
１
日
現
在
の
情
報
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

る
際
は
必
ず
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

お
問
合
せ
先

●
飛
鳥
総
合
案
内
所　
☎
０
７
４
４（
54
）３
６
２
４

●
飛
鳥
京
観
光
協
会　
☎
０
７
４
４（
54
）２
３
６
２

平
成
28
年
（
３
月
～
９
月
）

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

古き
もの
・

明日の
もの

2
12 2

2016年　春から夏へ
No.



❸ Asukabito news ❷Asukabito news

私たちは
古都飛鳥保存財団の活動を

応援しています　

　
今
回
は
、
起
業
し
て
10
年
目
を
迎
え
る

（
有
）ゆ
め
明
日
香
の
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
４
人
が
兼
業
農
家
。
だ
か
ら
こ

そ
こ
だ
わ
り
の
村
内
農
産
物
を
使
い
、
昔
な

　
『
祝
戸
荘
』
は
国
営
飛
鳥

歴
史
公
園
祝
戸
地
区
に
あ

る
コ
テ
ー
ジ
風
宿
泊
施
設
。

　
「
太
子
」「
草
壁
」「
大
津
」

等
、
部
屋
の
す
べ
て
に
飛

鳥
に
関
係
す
る
名
称
が
つ

け
ら
れ
て
お
り
、
各
部
屋

に
由
来
す
る
物
語
や
村
内

芸
術
家
に
よ
る
書
・
絵
画
が
、
野
の
草
木
と
共
に
飾

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
が
独
立
し
て
い
る
隠
れ
家
的
な

雰
囲
気
と
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
歩
い
て
30
分
と
い
う
立
地

が
、
想
像
以
上
の
鄙ひ
な

感
と
静
寂
感
を
か
も
し
だ
す
。

　

風
の
音
、緑
豊
か
な
森
林
、棚
田
、満
天
の
星
空
・・・

古
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
景
色
が
日
頃
の
喧
騒
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
る
。

　

食
事
は
素
材
に
こ
だ

わ
っ
た
「
里
山
料
理
」（
１
，

５
４
０
円
税
込
）
や
古
代

食
「
万
葉
あ
す
か
葉
盛
御

膳
」（
３
，
６
０
０
円
税
込
）

が
人
気
。
飛
鳥
時
代
の
宮

廷
料
理
を
現
代
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
自
慢
の
逸
品
だ
。

そ
の
他
に
は
、
ご
当
地
料

理
「
飛
鳥
鍋
」（
３
，
６
０
０
円
税
込
）
も
。
と
く

と
ご
賞
味
あ
れ
！

　

又
、「
あ
す
か
塾
」
や
「
特
別
現
地
研
修
会
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
考
古
学
フ
ァ

ン
の
み
な
ら
ず
、
古
代
の
飛
鳥
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

で
き
、
向
学
の
魅
力
が
満
載
。

　

大
人
が
く
つ
ろ
げ
る
宿
と
し
て
、
細
や
か
な
心
遣

い
の
ス
タ
ッ
フ
が
「
帰
り
ま
せ
」
と
迎
え
て
く
れ
る
。

ご
宿
泊
料
金

　

一
泊
二
食　
お
一
人
様　
８
，６
４
０
円
〜

　
（
予
約
申
し
込
み
は
２
名
様
か
ら
）

※�

シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
パ
ッ
ク（
60
才
以
上
の
グ
ル
ー
プ

対
象
）は
お
一
人
様（
７
，
７
８
０
円
）
に
！

予
約
・
問
合
せ　

☎
０
７
４
４（
54
）３
５
５
１

　

http://asuka-iw
aidoso.com

/

　
「
明
日
香
村
」
と
い
う
だ
け
で
県
名
を
い

わ
な
く
て
も
通
じ
て
し
ま
う
程
全
国
ブ
ラ

ン
ド
の
玄
関
口
で
あ
る
飛
鳥
駅
前
を
き
れ

い
に
整
備
し
よ
う
と
古
都
飛
鳥
保
存
財
団

の
呼
び
掛
け
で
、
地
元
の
飛
鳥
大
好
き
人

間
が
集
ま
り
「
駅
前
花
風
景
サ
ポ
ー
タ
ー
」

が
２
年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
男
性
６
名
と
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
の
主
婦
７
名
で
正
直
ど
れ
程
お
役

に
立
て
て
い
る
の
か
自
信
の
な
い
状
況
で

　全国にカレー屋さんは数あれど、一度食べたらやみつき
になるカレーと太鼓判を押そう。
　飛鳥カレーは野菜を長時間煮込んだスープをベースに、マン
ゴー・桃などの果物を大量に使い、25種類のスパイスとはちみ
つでコクや深みを出す。驚くことに肉類は一切なし。油も塩も
極限に控えて作る、からだに嬉しい濃厚コク旨カレーだ。口に
した途端フルーティーで、次にくるのがスパイスのパンチ。
　マスターの寺本 竹次氏は「明

あ す か む

日香夢」（明日香村チャレン
ジショップ）の卒業生第１号だ。「趣味と文化と食を楽しむ
にぎわいの空間」がマスターのポリシー。店舗２F ではフ
リースペースとして催しも開催されている。
　駅前で旨いカレーを食べて、明日香散策へレッツゴー！
この店が来村の起爆剤になる期待に胸がワクワクする。

が
ら
の
懐
か
し
い
味
や
未
体
験
の
味
わ
い
の
ユ

ニ
ー
ク
な
加
工
品
を
生
み
だ
し
て
き
ま
し
た
。

起
業
し
て
早
10
年
。
今
や
全
国
か
ら
注
文
が
く

る
人
気
の
会
社
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
お
ス
ス
メ
は
、赤
米
と
ア
ー
モ
ン
ド
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ー
「
咲
く

咲
く
ラ
イ
ス
」
や
赤
米
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
煎
餅
の
よ
う
な
ク
ッ
キ
ー
の
よ
う
な
不
思

R e s t a u r a n t  i n t r o d u c t i o n

お
も
て
な
し
の
心
で

　
「
も
う
す
ぐ
春
や
な
ぁ
」
っ
て
に
お
い
が
す

る
と
気
持
ち
が
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。

　
冬
の
根
か
ら
春
の
花
へ
。
そ
し
て
夏
の
山
と

飛
鳥
川
の
せ
せ
ら
ぎ
へ
。

　
こ
の
季
節
、
明
日
香
は
花
ざ
か
り
で
す
。

　
駅
を
降
り
た
ら
、
派
手
で
は
な
い
け
ど
、
キ

キ
ョ
ウ
、
ナ
デ
シ
コ
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
高

取
川
沿
い
に
も
、
ち
ょ
っ
と
お
散
歩
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
芝
桜
や
水
仙
、
松
葉
ギ
ク
が
観
ら

れ
ま
す
。

　
駅
前
に
も
新
し
い
お
店
が
開
店
し
て
、
足
を

留
め
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
て
嬉
し
い
で
す
。

　
駅
前
の
ベ
ン
チ
で
、
ま
ず
は
一
休
み
。「
飛

鳥
び
と
の
館
」
で
、
特
産
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

「
さ
ぁ
、
出
発
」
ゆ
る
ゆ
る
と
時
間
の
流
れ
る

明
日
香
に
是
非
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
次
回
の
発
行
は
９
月
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

編
集
後
記

紹

施

介

設
�

人
と
自
然
に
癒
さ
れ
る

　

時
間
に
追
わ
れ
な
い
く
つ
ろ
ぎ
の
宿

◆電話：080‒7006‒6892　　　◆住所：明日香村越11‒4
◆時間：11：00～19：00　　　◆駐車場有り
◆定休日：第２、第４水曜・木曜（祝日及びイベント開催時は営業）
◆ http://asucome.wix.com/asukacurry

議
な
食
感
の
「
あ
す
か
の
華
」

※�

ど
ち
ら
も
箱
入
り
５
４
０
円
（
税
込
）、

袋
入
り
３
５
０
円
（
税
込
）

　

そ
し
て
、
秋
に
収
穫
さ
れ
る
新
生
姜

を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
甘
め
に
仕
上
げ
た

「
し
ょ
う
が
の
佃
煮
」（
４
８
０
円
税
込
）。

こ
ち
ら
は
、
明
日
香
村
の
家
庭
で
昔
か
ら

作
ら
れ
て
い
た
伝
統
料
理
の
ひ
と
つ
で

す
。
生
姜
は
今
も
昔
も
大
注
目
の
健
康
食

品
。
こ
の
商
品
は
一
袋
に
重
さ
で
な
ん
と

倍
以
上
の
新
生
姜
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。
ピ
リ
ッ
と
辛
い
味
わ
い
は
、
酒
の
肴

に
も
ご
飯
に
も
相
性
抜
群
で
す
。
他
に
も

赤
米
ポ
ン
菓
子
「
あ
か
ぽ
ん
」（
３
７
０

円
税
込
）
や
、
村
内
の
果
物
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
「
あ
す
か
ル
ビ
ー
の
い
ち
ご
ジ
ャ

ム
」
や
「
マ
ー
マ
レ
ー
ド
」（
ど
ち
ら
も

４
２
０
円
税
込
）
も
好
評
で
す
。

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
こ
の
気
持
ち

を
い
つ
も
心
に
ゆ
め
明
日
香
の
地
道
な
活

動
が
食
の
一
級
品
を
生
み
、
明
日
香
の
食

文
化
の
発
信
に
一
躍
か
っ
て
い
る
所ゆ
え
ん以
で

し
ょ
う
。

お
問
い
合
せ
先

　
「
飛
鳥
び
と
の
館
」

　
☎
０
７
４
４（
54
）３
６
２
４

飛鳥駅前ロータリー内で、駅に近し。

＜料理＞
　・亀石カリー……………………￥800
　・焼きチーズカリー……………￥800
　・フライ棒カリー………………￥250
　・チュロス………………………￥350
　・ブラックレモン………………￥350　他

す
が
、
年
に
６
回
程
度
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
、「
駅
前
花
風
景
」
の
名
称
の

よ
う
に
駅
前
の
棚
田
を
模
し
た
エ
リ
ア
を

四
季
折
々
の
花
を
植
付
け
て
飾
り
た
い
の

で
す
が
、
色
鮮
や
か
な
洋
花
で
は
飛
鳥
の

イ
メ
ー
ジ
を
損
な
っ
て
し
ま
う
為
、
明
日

香
村
に
相
応
し
い
日
本
の
花
を
と
い
う
限

ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
の
選
択
で
、サ
ポ
ー

タ
ー
一
同
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
従
っ
て
地
味
な
花
が
多
く
な
り
、
現
状

で
は
、
菜
の
花
・
レ
ン
ゲ
・
ス
イ
セ
ン
・

ベ
ニ
バ
ナ
・
キ
キ
ョ
ウ
・
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
・

彼
岸
花
・
・
・
な
ど
を
植
付
け
て
い
ま
す
。

　
秋
の
彼
岸
の
時
期
に
棚
田
エ
リ
ア
に
咲

く
彼
岸
花
は
、華
や
か
さ
も
あ
り
村
の
「
彼

店
内
の
魅
力
的
な

お
土
産
を
紹
介

〜
明
日
香
で
起
業
祝
10
年
（
有
）「
ゆ
め
明
日
香
」
手
仕
事
の
味
〜

飛
鳥
の
宿　

祝
戸
荘

祝戸荘玄関万葉あすか葉盛御膳

フルーティーな甘み＆スパイシーな辛みの絶妙なハーモニー

健康美味なる やみつきカレー

メインの旨辛チキン+明日香
野菜、自家製ピクルス+六穀飯
　　　　　　　￥900（税込）

※�食事と
セットで

　全ての
ドリンク

　が50
円引

食 楽

憩

平成25年には「奈良県農業賞」受賞
ゆめ明日香メンバー（左から）

石田さん、藤本さん、黒田さん、上田さん

ギフトにも最適！
箱詰めいたします
村内原材料をたっぷり使う
加工所は石舞台横「夢市」
に併設

私
と
飛
鳥

思

新子  信子

古
代
明
日
香
の

　
　
　
　

水
時
計

　
昨
年
10
月
12
日
（
月
・
祝
）『
飛
鳥
学
冠
位

叙
任
試
験
〜
入
門
編
〜
』
及
び
『
中
級
編
』『
上

級
編
』
を
開
催
し
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で
約
90

名
の
方
が
受
検
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
門
編
受
検
者
は
飛
鳥
駅
で
受
付
を
済
ま

せ
、
村
内
各
ポ
イ
ン
ト
で
解
答
。
最
後
に
飛
鳥

駅
前
で
「
盟く

が

た

ち

神
探
湯
」（
※
）を
行
な
い
、
解
答

用
紙
を
投
函
。

　
そ
し
て
11
月
29
日
（
日
）
飛
鳥
坐
神
社
に
て

聖
徳
太
子
に
扮
し
た
当
財
団
・
山
口
理
事
長
よ

り
冠
位
授
与
並
び
に
官
職
任
命
が
厳
か
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
10
月
９
日
（
日
）
開
催
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
試
験
に
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
せ
先　
（
公
財
）古
都
飛
鳥
保
存
財
団

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
４
４（
54
）３
３
３
８

※
受
検
料　
一　
人　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下　
５
０
０
円

遊
盟神探湯

冠位叙任式

〜
入
門
編
〜
問
題

　

飛
鳥
時
代
の
古
代
食
「
蘇
」。
現
代
の
食
品
名
で

は
何
に
あ
た
る
？

ア
．バ
タ
ー　

イ
．ヨ
ー
グ
ル
ト　

ウ
．チ
ー
ズ　

エ
．牛
乳

平成28年（４月～９月）イベント情報

４月 16日 あすか塾
『飛鳥京と大津京
　－壬申の乱と関連遺跡 -』
奈良県立橿原考古学研究所
特別指導研究員　泉森　皎氏

５月

14日 あすか塾
『飛鳥　−古代文明開化の舞台』
東京学芸大学　名誉教授／明日香
村文化財顧問　木下　正史氏

21～
22日

現　地
研修会

『三輪山麓の考古学』
桜井市巻向学研究センター　
主任研究員　橋本　輝彦氏

６月

11日 あすか塾
『古記録に見る飛鳥・猿石の歴史』
奈良県橿原考古学研究所
調査課長　今尾　文昭氏

25～
26日

現　地
研修会

『大和郡山の遺跡をめぐる』
大和郡山市教育委員会生涯学習課
主任　十文字　健氏

７月

9日 あすか塾
『平城京遷都の背景』
奈良県立大学
特任教授　田辺　征夫氏

30～
31日

夏の
親子体験

橿原市昆虫館学芸員　日比　伸子氏
自然環境コーディネーター　稲田　利子氏
奈良大学教授　魚島　純一氏

９月 10日 あすか塾
「飛鳥時代における官道の整備」
阪南大学国際観光学部
教授　来村　多加史氏

※いずれも事前申込必要　　　　※２月１日現在の情報
※参加費【あすか塾：1,800円、
　　　　　現地研修会：10,000円（1泊3食付き）】
　　　　　夏の親子体験：大人11,000円、小人8,000円

「
秋
の
自
然
の
中
で
解
く　

飛
鳥
学
」

※本来の意味は、「古代の裁判」のことを
いい、煮立った湯の中に手を入れ、正し
いものは火傷をしないというものでした。
ここでは、それを真似て釜に答案用紙
をかざしてもらっています。

お申込先　飛鳥の宿「祝戸荘」あすか塾係
　TEL　0744-54-3551　FAX　0744-54-3552
　メール　info@asuka-iwaidoso.com

答
え
…
ウ
．
チ
ー
ズ

岸
花
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
合
致
し

て
観
光
客
の
方
に
も
喜
ん
で
頂
け
て
い
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
大
根
畑
を
作
っ
た
り
、

シ
ョ
ウ
ガ
の
植
付
け
を
し
た
り
多
少
な
り

と
も
田
園
風
景
を
演
出
で
き
れ
ば
と
工
夫

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
他
、
駅
周
辺
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
駅
前
草
刈
り
の
環
境
整
備
を
行
い
飛

鳥
を
訪
れ
る
お
客
様
に
少
し
で
も
好
印
象

を
持
っ
て
頂
き
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
一
同

お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
活
動
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

駅
前
花
風
景
サ
ポ
ー
タ
ー

稲
葉　
義
悳

イ
ベ
ン
ト
報
告

イ
ベ
ン
ト
報
告




